


は じ め に 

 

 

 肥沃な土壌や清涼な空気と水など恵まれた自然条件のもとで営まれている北海道農業は、

道民はもとより全国民の食料の安定供給に大きな役割を果たしており、生産された農産物

は「安全・安心で高品質な食の北海道ブランド」として、国内のみならず、世界からも高

く評価されています。 

 こうした中、道では、平成３年(1991 年)から農業者や関係機関・団体と一体となって、

堆肥等の有機物の施用などによる土づくりに努め、化学肥料や化学合成農薬の使用を必要

最小限にとどめるなど、環境との調和に配慮した安全・安心で品質の高い農産物の安定生

産を進めるクリーン農業を推進しており、これまで多くのクリーン農業技術の開発・普及

を図るとともに、YES!clean 農産物の流通・消費の拡大に努めてきました。 

 また、平成 27 年(2015 年)、持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するため、先

進国を含めた全ての国が行動することや、社会・経済・環境は不可分であり、総合的に取

り組むことなどが特徴であるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）が国連で採択されました。

これからの時代は、ＳＤＧｓなどの動きに適切に対応することが重要で、環境と調和した

クリーン農業が果たす役割への期待が、ますます高まっていくものと思います。 

 一方、国は「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基づき農業の持続

的発展と多面的機能の発揮のため、化学肥料、化学合成農薬の５割低減の取組とセットで、

地球温暖化防止や生物多様性保全等に効果の高い取組を支援する「環境保全型農業直接支

払交付金」制度を推進しており、道では、この制度を効果的に活用して、環境保全効果の

高い営農活動が拡大・定着するよう支援を進めています。 

 このように、本道農業には、これまで以上に環境保全型農業の取組が求められているこ

とから、良質な農産物の安定供給、生産コストの低減及び環境負荷の軽減に配慮した合理

的な施肥管理・土壌管理を推進することを目的に作成している本書は、これまでも数年お

きに改訂を重ね内容の充実に努めています。 

 今回の改訂に当たっては、新品種への対応や新たな栽培方法に係る研究成果を取り込む

とともに、地帯別、土壌別に細分化されてきた各作物の施肥基準の整理統合を図りました。 

 本書が、環境に配慮した持続可能な北海道農業・農村を目指して、関係機関・団体をは

じめ、広く農業に携わる皆様に活用されることを期待します。 

 

 

  令和２年(2020 年)１０月 

 

                  北海道農政部食の安全推進監  宮田 大 
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